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第
６
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）
は
、
12
月
３
日
か
ら
６

日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問

に
は
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
空
家
対
策
、
防
災
対
策
、

経
済
対
策
、
観
光
振
興
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
町
条
例
の
一
部
改

正
、
補
正
予
算
な
ど
13
議
案
、
専
決
処
分
１
件
に
つ
い
て

審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
通
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

△ 管理業務の民間委託を可能にし、サービスの向上を目指す町営住宅

第６回定例会
（12月議会）

あらまし

指
定
管
理
制
度
を

　
　
　
　
条
例
化

　
町
営
住
宅
の
管
理
を
指

定
管
理
者
が
行
え
る
よ
う
、

住
田
町
営
住
宅
、
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
町
が
直
接
管
理
し
て

い
た
町
営
住
宅
、
定
住
促

進
一
戸
建
て
住
宅
、
定
住

促
進
集
合
住
宅
を
、
町
長

が
指
定
す
る
法
人
や
団
体

が
管
理
で
き
る
よ
う
に
な

る
。 条

例
改
正

町
営
住
宅

民
間
管
理
も
可
能
に

町
営
住
宅
の
管
理

を
外
部
委
託
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
。

築
20
年
が
経
過
し

た
住
宅
が
１
３
０

棟
以
上
あ
り
、
修
繕
依
頼

が
つ
き
な
い
。
外
部
委
託

す
る
こ
と
で
、
職
員
負
担

の
軽
減
と
、ス
ピ
ー
デ
ィ
な

対
応
が
出
来
る
と
考
え
る
。

指
定
管
理
者
に
求

め
ら
れ
る
要
件
は
。

必
要
な
要
件
を
検

討
し
来
年
度
公
募

を
実
施
す
る
。
条
件
が
整

え
ば
令
和
８
年
度
か
ら
指

定
管
理
を
委
託
す
る
。
管

理
者
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば

こ
れ
ま
で
通
り
町
が
管
理

す
る
。

入
居
者
の
安
心
を

い
か
に
確
保
す
る

の
か
。

業
務
委
託
す
る
場

合
は
、
入
居
者
へ

時
間
を
か
け
た
丁
寧
な
説

明
を
行
い
、
不
安
の
無
い

よ
う
対
応
す
る
。

問答

給
与
・
手
当
な
ど
改
定

　

岩
手
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
に
よ
り
岩
手
県
職
員

の
給
与
が
改
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、町
職
員
給
与
・

勤
勉
手
当
、
特
別
職
（
町

長
他
）、
議
員
の
期
末
手

当
な
ど
が
増
額
改
正
さ
れ

た
。

　

主
な
改
正
点
は
左
表
の

と
お
り
。

令和７年謹賀新年
今年もよろしくお願い致します

住田町議会議員一同

問 問答 答

現行 改正後
一般職 勤勉手当 2.00月 2.10月
特別職 期末手当 3.40月 3.45月
会計年度任用職員 勤勉手当 2.00月 2.10月
議員 期末手当 1.70月 1.75月
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△　�浮き石の多い赤畑地区急傾斜地に防護柵

△　�伐採と薬剤散布で拡大防止

　

令
和
５
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
赤
畑
地
区
急
傾
斜

地
対
策
事
業
は
、
令
和
７

年
度
か
ら
工
事
が
開
始
。

工
事
費
の
１
割
に
当
た
る

５
０
０
万
円
が
町
負
担
分

と
し
て
追
加
さ
れ
た
。

赤
畑
地
区
の
急
傾

斜
地
災
害
対
策
の

詳
細
は
。土

砂
防
護
柵
を
設

置
。
工
事
は
令
和

10
年
ま
で
を
予
定
。
終
了

後
は
土
砂
災
害
が
軽
減
さ

れ
る
と
考
え
る
。

ナ
ラ
枯
れ
対
策
に

追
加
予
算

林
業
振
興
費
約

２
０
７
万
円
の
内

容
は
。

ナ
ラ
枯
れ
の
原

因
、
森
林
病
害
虫

の
駆
除
委
託
料
に
な
る
。

ナ
ラ
枯
れ
は
令
和
３
年
度

に
大
船
渡
市
と
の
境
に
発

生
し
、
拡
大
し
て
き
て
い

る
。
原
則
と
し
て
全
量
駆

除
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
当
初
見
込
み
よ
り
被

害
が
拡
大
し
た
た
め
に
追

加
し
た
。

令和６年度 一般会計補正予算
赤畑地区
急傾斜地対策

賛否の分かれた議案

議 　 　 案

金
野　
千
津

荻
原　
　
勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

瀧
本　
正
德

村
上　
　
薫

阿
部　
祐
一

林
﨑　
幸
正

菊
池　
　
孝

高
橋　
　
靖

水
野　
正
勝

佐
々
木
春
一

採
決
結
果

議案第7号
住田町営住宅の設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ー 可
決

議案第8号
特定公共賃貸住宅等の設置及び
管理に関する条例の一部を改正
する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ー 可
決

議案第9号
令和6年度住田町一般会計補正
予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ー 可
決

「○」は賛成、「×」は反対、「ー」は採決に加わらなかったことを表します。

く
ら
し
を
応
援

　

問答

問答

物
価
高
騰
に
対
応

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

に
対
し
、
生
活
困
窮
者
の

冬
期
間
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
１
世

帯
あ
た
り
７
０
０
０
円
が

支
給
さ
れ
る
。

　
高
齢
者
世
帯
及
び
障
が

い
者
世
帯
な
ど
で
非
課
税

世
帯
が
対
象
と
な
る
。

専
決
処
分
報
告

医
療
費
給
付

対
象
者
が
拡
大

　
児
童
扶
養
手
当
法
の
改

正
に
よ
る
、
所
得
制
限
の

緩
和
に
関
わ
る
専
決
処
分

が
報
告
さ
れ
た
。
子
ど
も

や
妊
産
婦
、
重
度
心
身
障

が
い
者
の
ほ
か
、
一
人
親

家
庭
の
医
療
費
給
付
対
象

者
が
拡
大
と
な
る
。
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町
の
考
え
を
問
う

町
の
考
え
を
問
う

登壇！登壇！

一般質問一般質問

12月議会

旧学校活用、空き家旧学校活用、空き家
経済対策などを議論経済対策などを議論

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
執
行

機
関
に
対
し
、
施
策
の
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
、
所
信
や
疑
問
点

を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
議
員
活
動
の
場
で
す
。
１
回
目
の

質
問
事
項
は
、
事
前
に
執
行
機
関
へ
通
告
さ
れ
て
お
り
、
全
項
目
を

一
括
し
て
質
問
。
２
回
目
以
降
の
再
質
問
は
、
１
問
１
答
方
式
で
行
っ

て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
一
人
あ
た
り
60
分
で
す
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
主
な
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
を
登
壇
順
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　全文記録（議事録）は、役場庁舎２階の総務課と町のホー
ムページ上で閲覧できます。

（ＱＲコードで議会ホームページへ直接進むことができます）

ページ 質  問  者
（登壇順） 質問項目

5 荻原　　勝 ①空き家対策

6 金野　千津 ①総合防災訓練の総括と今後に向けた取り組み　
②鳥獣被害対策における現状と取り組み成果

7 林﨑　幸正 ①経済対策

8 村上　　薫
①防火対策
②公益通報制度
③生成ＡＩの活用

9 水野　正勝 ①旧有住中学校の建物や敷地のあり方

10 佐々木信一 ①特産品開発
②世田米中心地域の観光振興

11 瀧本　正德 ①旧下有住小学校の跡地活用
②健康なまちづくり

▼ＱＲコード
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荻
おぎわら

原　　勝
まさる

議員

議員のつぶやき

空き家活用は、世界の
人々をターゲットに。

ＩＬＣを想定して

△　�「定住促進空き家活用住宅」の物件

町
の
考
え
を
問
う

　
　

空
き
家
対
策
で
は
、

平
成
27
年
度
に
町
内
全
棟

調
査
を
実
施
。
住
宅
総
数

２
０
７
６
棟
中
、
空
家
数

は
41
棟
、
う
ち
特
定
空
家

数
は
16
棟
で
あ
っ
た
。
こ

の
調
査
結
果
を
基
に
、
特

定
空
家
対
策
に
ど
う
取
り

組
ん
で
き
た
の
か
。

　
　
町
長

　

平
成
27
年
度
の
全
棟
調

査
で
近
隣
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
「
特
定
空
家
」
で
は

な
い
か
と
さ
れ
た
物
件
の

現
地
調
査
を
令
和
５
年
度

問答

に
行
っ
た
。
調
査
結
果
を

基
に
、
必
要
に
応
じ
て
所

有
者
に
文
書
や
対
面
で
適

正
管
理
を
促
し
た
。

　

令
和
６
年
度
４
回
に
わ

た
り
、
空
家
の
適
正
管
理

を
促
す
啓
発
チ
ラ
シ
を
町

内
各
戸
に
配
布
。
同
年
11

月
に
行
っ
た
特
定
空
家
へ

の
追
跡
調
査
で
は
、
２
棟

の
滅
失
を
確
認
し
て
お

り
、
本
町
の
啓
発
に
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

捉
え
て
い
る
。

　
　
空
き
家
の
活
用
に
は

ど
う
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

　
　
町
長

　

空
き
家
情
報
や
利
用
希

望
情
報
が
登
録
さ
れ
て
い

る
「
空
き
家
・
空
き
地
情

報
バ
ン
ク
」（
空
き
家
バ

ン
ク
）
に
よ
る
情
報
提
供

を
平
成
20
年
度
よ
り
展

開
。
現
在
ま
で
に
37
件
の

成
約
が
あ
っ
た
。

　

町
が
空
き
家
を
所
有
者

か
ら
借
り
受
け
、
希
望
者

に
貸
し
出
し
す
る
「
定
住

促
進
空
き
家
活
用
住
宅
」

の
制
度
も
令
和
元
年
度
よ

り
実
施
。
現
在
、
４
棟
中

３
棟
が
入
居
し
て
い
る
。

問答

　
　
来
年
度
に
全
棟
検
査

を
行
う
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
調
査
を
考
え

て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

令
和
７
年
度
に
再
度
の

全
棟
調
査
を
予
定
。
実
施

方
法
や
時
期
な
ど
は
検
討

中
だ
が
、
空
家
の
状
況
に

応
じ
て
程
度
を
分
類
し
、

令
和
５
年
度
の
法
改
正
で

加
わ
っ
た
「
管
理
不
全
空

家
」
に
お
い
て
も
新
た
に

判
断
し
、
対
応
し
て
行
き

た
い
。

問答

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
で
は

町
内
業
者
委
託
、
町
外
業

者
委
託
、
町
直
営
と
管
理

組
織
が
変
動
し
て
い
る
が

状
況
は
ど
う
か
。
来
年
度

以
降
の
展
開
は
ど
う
か
。

　
　
企
画
財
政
課
長

　

令
和
５
年
度
の
業
務
委

託
で
は
入
札
に
応
じ
る
業

者
が
無
く
町
直
営
と
し

た
。
外
部
委
託
の
方
が
不

動
産
に
関
す
る
専
門
体
制

が
と
れ
、
相
談
や
登
録
件

数
も
多
か
っ
た
。
入
札
さ

れ
な
か
っ
た
に
原
因
を
分

析
し
、
外
部
委
託
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問答

問
特
定
空
家
へ
の
対
策
は

答
チ
ラ
シ
配
布
し
一
定
効
果

問 空き家バンクどう展開
答 専門性で外部委託検討
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議員のつぶやき

自助の意識を高め、
日頃から防災意識を

持つことが安心・安全の
第一歩

△　�子どもから高齢者まで、多くの住民が参加。
共助による個別避難訓練も実施された

町
の
考
え
を
問
う

　
　
10
月
に
開
催
さ
れ
た

総
合
防
災
訓
練
、
住
民
の

参
加
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

今
回
の
総
合
防
災
訓
練

は
、
地
域
住
民
や
民
生
委

員
、
消
防
団
な
ど
が
連
携

し
、
個
別
避
難
計
画
に
基

づ
く
避
難
訓
練
を
実
施
す

る
こ
と
が
目
的
。参
加
は
、

住
民
が
９
３
２
名
、
消
防

団
員
が
１
２
５
名
と
な
る
。

避
難
意
識
の
高
揚
と
共
助

意
識
の
醸
成
が
図
ら
れ
た
。

　
　
訓
練
に
お
け
る
今
年

度
の
新
た
な
取
り
組
み
と

実
施
し
て
の
課
題
は
。

　
　
町
長

　

携
帯
電
話
が
使
用
で
き

る
こ
と
を
想
定
し
、
新
た

問答問答

に
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
情

報
伝
達
訓
練
、
ラ
イ
ン

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
を
活

用
し
た
避
難
所
運
営
職
員

と
の
情
報
共
有
を
行
っ
た
。

　

要
支
援
者
へ
の
対
応
で

は
、
個
々
の
役
割
を
確
認

す
る
な
ど
、
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
。
介
助
方
法
や

　
　
電
気
牧
柵
や
シ
カ
防

護
網
の
成
果
と
今
後
の
取

り
組
み
課
題
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

国
の
補
助
事
業
と
町
単

独
事
業
に
よ
る
補
助
金
で

設
置
要
望
に
対
応
し
て
い

る
。
国
の
補
助
事
業
の
活

用
要
件
は
、
販
売
農
家
で

あ
り
、
交
付
決
定
ま
で
一

定
の
期
間
を
要
す
る
。

　

町
単
独
事
業
で
は
、
シ

カ
防
護
網
等
緊
急
設
置
事

業
補
助
金
で
対
応
。
昨
年

度
以
上
に
設
置
要
望
が
あ

り
、
被
害
の
減
少
も
見
ら

れ
る
。
獣
種
に
よ
り
張
り

方
を
工
夫
し
た
り
、
設
置

後
の
適
切
な
管
理
が
重
要

と
な
る
。
今
後
も
、
町
単

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

鳥
獣
被
害
軽
減
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問答

　
　
被
害
の
多
い
地
域
に

お
け
る
山
林
と
の
緩
衝
地

帯
の
整
備
な
ど
、
取
り
組

み
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

鳥
獣
被
害
対
策
へ
の
行

政
の
関
わ
り
は
、
個
体
群

管
理
や
侵
入
防
止
対
策
、

生
息
環
境
管
理
の
３
本
柱

と
な
る
。
生
息
環
境
管
理

で
は
、
放
任
果
樹
な
ど
の

伐
採
を
実
施
し
、
獣
の
隠

れ
場
な
ど
の
管
理
に
よ
る

緩
衝
帯
の
整
備
が
必
要
。

除
伐
や
草
刈
り
に
よ
る
緩

衝
帯
の
整
備
は
、
23
団
体

あ
る
町
農
林
業
振
興
会
の

機
能
を
充
実
さ
せ
対
応
し

た
い
。
振
興
会
へ
の
補
助

メ
ニ
ュ
ー
も
見
直
し
、
行

政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
で
成
果

を
上
げ
て
い
き
た
い
。

問答

要
支
援
者
に
係
る
負
担
へ

の
知
識
が
不
十
分
な
こ
と

や
避
難
所
で
あ
る
住
田
中

学
校
の
設
備
に
課
題
も

あ
っ
た
。

　
　
今
後
に
向
け
て
の
新

た
な
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

災
害
時
の
初
動
対
応
に

お
い
て
、
自
助
や
共
助
の

強
化
に
繋
が
る
自
主
防
災

組
織
の
育
成
や
避
難
所
運

営
訓
練
、
施
設
整
備
の
改

善
に
取
り
組
み
た
い
。

問答

金
き ん の

野　千
ち づ

津議員

問 総合防災訓練の課題は
答 自助・共助の強化が鍵

問
有
害
防
除
の
成
果
を

答
行
政
と
地
域
一
体
で
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議員のつぶやき

林
はやし

﨑
ざき

　幸
さちまさ

正議員

今後、神田町政は
特にも経済政策に

独自性を出すべきだ

△　�一部保護者からも無償化を望む声がある学
校給食

町
の
考
え
を
問
う

　
　
物
価
の
高
騰
が
続
き

家
計
に
大
き
な
負
担
が
生

じ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の

対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

の
実
施
が
効
果
的
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

日
常
生
活
や
経
済
活
動

は
、
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る

と
実
感
し
て
い
る
が
、
円

安
傾
向
や
不
安
定
な
世
界

的
情
勢
に
よ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
原
材
料
コ
ス
ト
が

高
騰
し
、
日
本
国
内
で
の

問答

物
価
上
昇
が
進
ん
で
い
る

と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
、
商
工
会
や

商
工
業
者
と
情
報
交
換
や

情
報
共
有
を
図
り
、
国
の

経
済
支
援
対
策
を
注
視
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

物
価
の
高
騰
や
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
に
よ
る
人
件

費
の
増
加
が
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

経
済
支
援
策
を
講
ず
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問

　
　
小
中
学
生
の
子
育
て

家
庭
に
お
い
て
は
、
給
食

費
の
負
担
も
大
き
い
た

め
、
無
償
化
す
べ
き
と
思

う
。
来
年
度
か
ら
実
施
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
教
育
長

　

給
食
費
は
年
額
で
小
学

校
児
童
が
５
万
円
、
中
学

校
生
徒
が
５
万
６
０
０
０

円
。
食
材
料
費
の
み
が
保

護
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
の
経
済
状
況
や
全
国

的
に
給
食
の
無
償
化
が
議

論
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考

慮
し
、
食
材
料
費
の
値
上

が
り
分
は
町
が
負
担
し
て

い
る
。
現
在
、
無
償
化
は

問答

　
　
町
長

　

令
和
６
年
度
岩
手
県
の

最
低
賃
金
は
、
59
円
増
の

９
５
２
円
と
な
っ
た
。
事

業
継
続
に
は
、
生
産
性
の

向
上
や
収
益
改
善
な
ど
が

重
要
に
な
る
と
捉
え
る
。

本
町
で
は
若
者
の
働
く
場

の
確
保
や
職
場
定
着
を
促

進
す
る
助
成
制
度
を
整

備
。
町
内
事
業
所
の
人
材

確
保
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
国
の
支
援
制
度
の
周

知
や
商
工
会
・
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
た
い
。

答

問
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
を

答
商
工
会
と
情
報
交
換
図
る

問 給食費無償化の考えは
答 国全体で対処すべき

考
え
て
い
な
い
。

　
　
近
隣
に
は
給
食
費
を

無
償
化
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
教
育
長

　

給
食
費
を
無
償
化
し
た

場
合
、
令
和
５
年
度
を

例
と
す
る
と
年
間
で
約

１
８
０
０
万
円
の
措
置
と

な
る
。
そ
の
財
源
を
毎
年

確
保
す
る
課
題
が
あ
り
、

慎
重
な
議
論
が
必
要
と
考

え
る
。
学
校
給
食
は
義
務

教
育
に
お
け
る
重
要
な
活

動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

来
国
が
対
応
す
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

問答
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議員のつぶやき

突然の出来事に、
被災者は「被災後の
手続きガイドブック」

があると助かる

村
むらかみ

上　　薫
かおる

議員

町
の
考
え
を
問
う

　
　
11
月
に
、
上
有
住
地

内
に
お
い
て
大
規
模
な
住

宅
火
災
が
発
生
し
た
。
火

災
現
場
の
消
火
栓
に
不
具

合
が
あ
っ
た
が
、
各
消
火

栓
の
定
期
点
検
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長

　

町
内
に
は
、
１
０
６
基

の
消
火
栓
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
点
検
は
、
分
署
職

員
に
よ
り
、
防
火
水
槽
の

点
検
も
含
め
た
地
水
利
調

査
と
し
て
、
毎
週
月
・
火

曜
日
に
実
施
を
し
て
い
る
。

　
　
平
日
、
日
中
火
災
へ

の
初
期
消
火
対
応
は
、
機

能
別
消
防
団
員
に
依
存
す

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
機

能
別
団
員
の
さ
ら
な
る
充

問答問

実
を
図
っ
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

令
和
６
年
４
月
現
在
、

消
防
団
員
は
、
基
本
団
員

２
４
４
名
、
機
能
別
団
員

55
名
。
人
口
に
占
め
る
消

防
団
員
の
割
合
は
、約
７
％

で
県
内
１
位
と
な
る
。

　

機
能
別
消
防
団
員
制
度

は
幾
度
の
改
正
を
経
て
、

定
員
制
の
撤
廃
や
基
本
団

員
と
同
様
の
活
動
報
酬
の

支
給
、公
務
災
害
の
適
用
、

退
職
金
の
支
給
対
象
な
ど

充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
。

現
在
、
見
直
し
の
考
え
は

な
い
が
、
団
と
の
意
見
交

換
も
踏
ま
え
対
応
し
て
い

き
た
い
。

答

　
　

各
地
区
公
民
館
は
、

防
災
上
の
拠
点
で
あ
る
。

備
品
の
情
報
共
有
と
相
互

利
用
の
認
識
が
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　
町
長

　

各
地
区
公
民
館
は
、
防

災
上
も
非
常
に
重
要
な
施

設
で
あ
る
。
災
害
時
の
必

要
最
低
限
の
備
蓄
品
は
、

地
区
公
民
館
を
は
じ
め
、

各
主
要
施
設
の
倉
庫
に
配

置
し
て
い
る
。
災
害
な
ど

の
非
常
時
の
利
用
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問答

　
　
公
益
通
報
者
保
護
制

度
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

令
和
６
年
11
月
「
住
田

町
公
益
通
報
取
扱
要
綱
」

を
制
定
。
内
部
通
報
制
度

と
外
部
通
報
制
度
に
分
け
、

通
報
受
付
窓
口
の
設
置
や

通
報
対
応
責
任
者
の
責

問答

務
、
調
査
の
実
施
を
要
綱

に
明
記
し
た
。
町
職
員
を

は
じ
め
、
町
民
や
事
業
者

に
向
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
も
周
知
を
図
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
活
用

　
　
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
状

況
と
今
後
の
計
画
は
。

　
　
町
長

　

テ
キ
ス
ト
生
成
の
み
と

な
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き
る

状
況
に
あ
る
が
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
は
策
定
し
て

い
な
い
。
利
用
に
当
た
っ

て
の
注
意
事
項
な
ど
を
ま

と
め
、
業
務
で
の
適
正
な

利
用
に
努
め
た
い
。
さ
ら

な
る
有
効
活
用
も
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

問答

△　�目視点検のみならず、消防演習時や実際の接続点検
も重要では…

問 機能別団員の充実を
答 意見交換踏まえ対応

問
公
益
通
報
へ
の
対
応
は

答
取
扱
要
綱
を
制
定
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議員のつぶやき

水
みず

野
の

　正
まさかつ

勝議員

来年度以降、運動場を
よりよく管理するため、
どのようにしていくか考
えなければなりません

町
の
考
え
を
問
う

　
　
旧
有
住
中
学
校
に
お

け
る
施
設
や
敷
地
の
現

状
、
活
用
状
況
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

住
田
町
公
民
館
設
置
条

例
に
お
い
て
、
旧
有
住
中

学
校
の
体
育
館
と
運
動
場

を
上
有
住
地
区
公
民
館
の

管
理
と
定
め
て
い
る
。
校

舎
は
、
普
通
財
産
と
し
て

町
が
施
設
管
理
を
行
っ
て

い
る
。
活
用
状
況
は
、
11

月
末
時
点
で
体
育
館
が
８

問答

回
、
運
動
場
が
１
回
と
な

る
。校
舎
の
活
用
は
な
い
。

　
　
校
舎
は
建
築
か
ら
52

年
、
体
育
館
は
51
年
が
経

過
し
て
い
る
。
今
後
の
対

応
や
あ
り
方
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

当
面
の
間
、
体
育
館
と

運
動
場
は
、
特
定
の
目
的

を
持
っ
た
行
政
財
産
と

し
、
上
有
住
地
区
公
民
館

の
管
理
と
す
る
。
運
動
場

問答

は
、
今
後
の
使
用
状
況
の

推
移
を
見
な
が
ら
、
土
地

の
利
活
用
に
着
目
し
た
検

討
も
必
要
と
捉
え
て
い

る
。
校
舎
は
普
通
財
産
で

あ
り
、
役
場
内
で
情
報
収

集
に
努
め
、
利
活
用
の
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。
一

方
で
、
校
舎
と
体
育
館
の

経
過
年
数
を
考
慮
し
、
解

体
す
べ
き
か
も
合
わ
せ
て

判
断
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
校
舎
の
活
用
と
し
て

今
後
、
住
民
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
場
合
に
、
空
き
教

室
な
ど
の
貸
し
出
し
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長

　

校
舎
内
に
は
多
く
の
備

品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
は
、
備
品
の
処
分
や
整

理
に
注
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
校
舎
内
の
備
品
の
処

分
と
し
て
、
町
民
へ
の
払

い
下
げ
な
ど
は
ど
う
か
。

　
　
総
務
課
長

　

学
校
関
係
者
と
も
再
度

備
品
を
確
認
し
、
再
利
用

で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

必
要
に
応
じ
て
払
い
下
げ

に
も
取
り
組
み
た
い
。

　
　
本
年
度
、
運
動
場
の

維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に

行
な
わ
れ
た
の
か
。

　
　
教
育
次
長

　

草
刈
り
を
町
で
１
回
実

施
。
卒
業
生
を
中
心
と
し

た
地
元
有
志
の
方
々
で
１

回
実
施
が
な
さ
れ
た
。

問答問答問答

△　�枯草におおわれ、シカの足跡が散見する旧有住中の運
動場。今後のあり方は…

△　�当面の間、バレーボールなどで利用が可能となってい
る旧有住中の体育館

問
旧
有
住
中
校
舎
の
あ
り
方
は

答
情
報
収
集
と
利
活
用
検
討
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議員のつぶやき

愛宕神社境内から
見る町並みを新たな
観光資源にしたい

佐
さ

々
さ

木
き

信
しん

一
いち

議員

△　�愛宕神社から見渡せる世田米商店街の街並みと風景

町
の
考
え
を
問
う

　
　
山
林
の
多
い
当
町
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
ジ
ビ
エ

や
山
菜
な
ど
の
豊
富
な
山

の
恵
み
を
活
か
し
た
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

ジ
ビ
エ
の
特
産
品
開
発
な

ど
の
事
業
展
開
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
影
響

に
よ
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な

ど
の
野
生
動
物
は
、
県
下

で
出
荷
自
粛
要
請
が
さ
れ

て
い
る
。
一
部
自
治
体
で

は
、
全
頭
検
査
に
よ
り
一

部
で
出
荷
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
セ
シ
ウ
ム
の
数
値

は
、
年
々
低
下
し
て
い
る

が
、
解
除
の
見
通
し
は

立
っ
て
い
な
い
。

問答

　
　
キ
ノ
コ
や
山
菜
の
特

産
品
開
発
な
ど
の
事
業
展

開
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

　
　
町
長

　

本
町
で
は
、
野
生
き
の

こ
類
や
露
地
用
原
木
し
い

た
け
、
こ
し
あ
ぶ
ら
、
ゼ

ン
マ
イ
が
、
セ
シ
ウ
ム
の

影
響
に
よ
り
出
荷
制
限
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
、
ゼ
ン
マ
イ
の

数
値
が
低
下
し
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
内
60
カ

所
か
ら
採
取
を
し
て
検

査
。
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
を

超
え
た
値
も
あ
り
、
解
除

申
請
に
は
も
う
数
年
様
子

を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
あ
る
。

問答

　
　
世
田
米
駅
周
辺
や
気

仙
川
沿
い
に
は
、
歴
史
的

な
町
並
み
や
蔵
並
み
、
仏

閣
な
ど
の
魅
力
的
な
場
所

が
多
く
あ
る
。
観
光
人
口

の
拡
大
に
繋
げ
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

世
田
米
地
区
に
12
カ

問答

所
の
「
ま
ち
歩
き
サ
イ

ン
」
を
令
和
元
年
度
に
設

置
。
平
成
28
年
度
に
は
、

「
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
養
成

講
座
」
を
開
催
し
、
人
材

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
き

た
。
現
在
、
ガ
イ
ド
は
６

名
。
世
田
米
地
区
公
民
館

内
に
「
せ
た
ま
い
ま
ち
歩

き
ガ
イ
ド
事
務
局
」
を
設

け
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
継
続

し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の

掲
載
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　
愛
宕
神
社
か
ら
見
る

世
田
米
の
町
並
み
や
夜
景

は
格
別
で
あ
る
。
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
長

　

愛
宕
神
社
は
、
町
の
史

跡
33
カ
所
の
一
つ
「
愛
宕

さ
ま
」
と
し
て
紹
介
し
て

い
る
。
神
社
へ
の
道
や
広

場
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
環
境
整
備
が
定

期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

協
力
的
に
景
観
維
持
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問答

問 ジビエやきのこ特産品に
答 セシウム解除もう数年

問
蔵
並
み
を
観
光
人
口
拡
大
へ

答
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｈ
Ｐ
で
広
く
周
知
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議員のつぶやき

瀧
たきもと

本　正
まさのり

徳議員

⽣涯現役⽣活は、
「楽しい野良仕事」にあり、

と感じる今⽇この頃
である

町
の
考
え
を
問
う

　
　
次
期
総
合
計
画
策
定

が
進
む
。
健
康
な
町
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
年
齢
に

こ
だ
わ
ら
ず
社
会
参
画
を

す
す
め
、
地
域
活
性
化
や

健
康
維
持
活
動
を
推
進
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
町
⻑

　

総
合
計
画
の
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
と
社
会
参
画

は
、
重
点
施
策
﹁
医
﹂
分

野
で
、
検
診
や
介
護
予

防
、
⾷
育
や
運
動
習
慣
な

ど
の
取
り
組
み
と
し
て
進

め
る
。

問答

　
　
旧
下
有
住
⼩
学
校
の

跡
地
は
、
活
か
す
べ
き
貴

重
な
財
産
で
あ
る
。
現
状

と
管
理
状
況
は
。

　
　
町
⻑

　

旧
下
有
住
⼩
学
校
跡
地

は
、
東
⽇
本
⼤
震
災
後
、

後
⽅⽀

援
の
た
め
、
応
急

仮
設
住
宅
地
に
利
⽤
さ
れ

て
き
た
が
、
令
和
４
年
度

に
仮
設
住
宅
と
第
２
校
舎

を
解
体
し
、
５
年
度
に

プ
ー
ル
の
解
体
を
⾏
っ
た
。

　

元
⼩
学
校
で
あ
り
、
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
所
で

あ
る
。
跡
地
活
⽤
は
下
有

住
地
区
⺠
な
ど
の
意
⾒
を

受
け
検
討
を
し
て
き
た
。

問答

　

⼈⽣

百
年
時
代
と
⾔
わ

れ
る
現
代
は
、
誰
も
が
⽣

涯
に
わ
た
り
健
康
で
活
躍

で
き
る
地
域
社
会
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め

就
労
や
地
域
活
動
な
ど
、

社
会
参
加
で
き
る
場
づ
く

り
﹁⾃

分
の
健
康
は
⾃
分

で
守
る
﹂
意
識
や
⾏
動
変

容
が
⼤
切
で
あ
る
。
社
会

参
画
で
き
る
よ
う
リ
ー 

ダ
ー
育
成
や
組
織
作
り
の

⽀
援
が
必
要
と
捉
え
る
。

　

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
は

⾃
分
た
ち
の
幸
せ
な
⽇
々

と
な
り
、
医
療
費
や
介
護

費
な
ど
の
低
減
効
果
と
な

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

進
め
る
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

た
め
、
⾼
齢
者
区
分
を
⾒

直
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
⻑

　

６５
歳
⾼
齢
者
区
分
は
全

国
的
な
区
分
で
あ
り
、
住

⺠
の
意
識
の
中
に
も
定
着

し
て
い
る
。﹁
元
気
な
皆

さ
ん
﹂
の
形
で
計
画
を
進

め
た
い
。

問答

　

校
舎
管
理
は
電
気
や
消

防
設
備
の
点
検
な
ど
で
、

グ
ラ
ン
ド
は
年
２
回
の
草

刈
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
今
後
の
活
⽤
・
管
理

計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
⻑

　

校
舎
・
校
地
と
も
普
通

財
産
に
な
っ
て
い
る
。
旧

校
舎
裏
の
雑
⽊
な
ど
の
伐

採
や
、
安
全
⾯
に
留
意
し

た
管
理
を
⾏
う
。
今
後

も
、
現
状
管
理
を
継
続
し

つ
つ
、
地
区
⺠
の
意
⾒
を

参
考
に
し
な
が
ら
協
議
検

討
し
て
⽅
向
を
決
め
る
。

問答

△　�管理が課題となっている旧下有住⼩学校跡地

問
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
を

答
⾃
ら
の
⾏
動
の
変
容
が
⼤
切

問 旧下有住小施設の今後は
答 地区の声を参考にして
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地
域
の
声
を
町
政
に
生
か
す

交
通
空
白
解
消
し
て◦マイナ保険証、丁寧な情報を

◦議員へ意欲ある人を応援して
◦女性議員を増やす活動を
◦下在にもコミュニティバスを

他
の
意
見
要
望

「
住
民
と
議
員
と
の
懇
談
会
」

住民の声
«定数»
◦安定的に仕事を続けるためにはそのままで
◦定数減で議員負担が増えるなら現状のまま
◦定数を減らしても特に支障がないのでは
◦３期連続無投票。なり手不足なら定数減で
◦定数減による弊害を検討し、慎重な対応を

«報酬»
◦今の社会情勢を見れば、上げて良いと思う
◦しばらく上げていないなら、上げるべき
◦報酬が高くても良いと思うが、それだけの
　働きがあればということ
◦なり手が増えるなら報酬を上げても

他市町村議員定数と報酬の状況
　単位：円 

市町村名 人口 定数
報　酬

議員 副議長 議長
住田町 5,045 12 196,000 207,000 258,000
平泉町 7,252 12 203,000 218,000 271,000
西和賀町 5,134 12 191,000 208,000 257,000
金ケ崎町 15,535 16 212,000 229,000 283,000
紫波町 32,147 18 300,000 350,000 410,000
葛巻町 5,634 10 211,000 227,000 279,000
軽米町 8,421 12 195,000 219,000 262,000
九戸村 5,378 12 165,000 182,000 230,000
大船渡市 32,537 20 320,000 339,000 392,000
陸前高田市 17,355 16 300,000 330,000 380,000
県内町村平均 　 　 209,163 227,053 279,632

（令和5年7月1日現在　町村議会実態調査表資料）

議
員
定
数
と
報
酬
、い
か
に

　議会では、自治公民館と共催で「住民と議員との懇談
会」を開催しています。今回は２自治公民館での開催と
なりました。共通テーマを「議員定数と報酬」に、皆様
からの質問や意見、要望などは議会として受け、議会活
動に生かしていきます。

　

議
会
の
使
命
の
ひ
と
つ

に
、
議
会
が
決
定
し
た
政

策
を
中
心
に
執
行
機
関
の

行
財
政
や
事
業
の
実
施
が

適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か

を
監
視
す
る
役
割
が
あ
り

ま
す
。
議
員
は
住
民
の
代

表
と
し
て
、
住
民
の
声
を

聞
き
行
政
に
反
映
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

住
田
町
議
会
は
、
現
在

３
期
連
続
の
無
投
票
に

な
っ
て
お
り
、
議
員
の
な

り
手
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
の

ひ
と
つ
に
定
数
、
報
酬
の

問
題
が
あ
る
と
考
え
、
見

直
し
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

住民と議員との懇談会
開催状況

開催日 自治公民館名
出席者

男 女 計

１１月１５日 下在公民館 ６ ３ ９

１１月１９日 火の土自治公民館 ５ ３ ８

１１ ６ １７

下在公民館
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消
防
屯
所
に
配
置
を

時間との勝負　近くにＡＥＤ

大
おお

和
わ

田
だ

　純
じゅん

子
こ

 さん
（世田米字窪田）

菅
かん

野
の

　直
なお

人
と

 さん
（世田米字田谷）

　
街
歩
き
ガ
イ
ド
を
し
て

い
ま
す
。
世
田
米
の
レ
ト

ロ
な
街
並
み
を
生
か
し

て
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
員
の
役
割
は
、
住
民

生
活
向
上
で
あ
り
、
町
民

の
た
め
に
活
躍
す
る
議
員

で
あ
れ
ば
現
在
定
数
で
報

酬
を
上
げ
て
も
良
い
と
思

う
。

参加者のひとこと

参加者のひとこと

街並みを生かして
「にぎわいのある町」に

議員定数と報酬
「良い方向性」を

蔵
と
新
昭
和
橋
で

景観を生かした魅力づくりを

滝
観
洞
で
社
会
科
見
学

◦空き家増に不安、活用策は
◦旧下有住小学校の管理活用は
◦�耕作放棄田に自走型草刈り機
　を導入してほしい

他
の
意
見
要
望

火の土自治公民館

千
ち

葉
ば

　上
のぼる

 さん
（下有住字奥火の土）

　
人
口
減
や
高
齢
化
の
た

め
、
公
民
館
活
動
や
共
同

作
業
な
ど
が
難
し
い
時
代

と
感
じ
て
い
る
。
こ
こ
で

生
き
る
心
で
、
共
生
地
域

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

参加者のひとこと

共生の地域づくり
「ここで生きる心」で
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議会
レポート
活動報告

10 〜 12月

地域事情に対応地域事情に対応

い
ま
、
問
わ
れ
る

　
自
治
体
議
会
の

　
　
信
頼
性
、
存
在
感

◦�

地
方
議
会
選
挙
の
投
票

率
低
下
、
議
員
の
な
り

手
不
足
の
傾
向

◦�

多
く
の
住
民
は
自
分
の

ま
ち
の
議
員
が
何
を
し

て
い
る
か
知
ら
ず
、
議

会
が
生
活
の
役
に
立
っ

て
い
る
実
感
も
な
い

◦�

議
会
の
役
割
や
機
能
を

知
ら
な
い
住
民
が
少
な

く
な
い
と
い
う
現
状

◦�

議
会
報
告
会
や
意
見
交

　
広
報
編
集
常
任
委
員
会

で
は
、
岩
手
県
町
村
議
長

会
の
主
催
に
よ
る
広
報
担

当
者
研
修
会
へ
全
委
員
で

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
研

修
会
に
は
、
県
内
19
町
村

議
会
よ
り
、
全
78
名
の
広

報
担
当
者
が
参
集
。
２
日

間
に
わ
た
り
、
講
義
や
各

議
会
が
発
行
し
て
い
る
議

会
広
報
を
共
に
確
認
し
、

受
講
・
研
究
し
ま
し
た
。

換
会
が
一
時
期
よ
り
低

調
と
い
う
評
価
。
議
会

改
革
と
広
報
改
革
、
政

策
活
動
の
持
続
的
な
追

求
が
期
待
さ
れ
て
い
る

　
こ
こ
で
は
、
広
報
編
集
常
任
委
員
会
が

参
加
し
た
岩
手
県
町
村
議
長
会
主
催
の
広

報
担
当
者
研
修
会
や
地
域
創
造
学
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
、
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
推
進
委
員
会
の
進
捗
状
況
、
町
村
議
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
活
動
内
容
に
つ
い

て
ご
報
告
し
ま
す
。

議
会
レ
ポ
ー
ト

岩手県町村議会
　広報担当者研修会
　　　11月6日～ 7日　花巻市・ホテル紅葉館

広
報
の
充
実
で

広報編集常任委員会

議会だより188号

議
会
の
見
え
る
化
を

講師 　議会広報サポーター
　　　　�一般社団法人埼玉県コミュニケーション

センター理事長
　　　　吉野　政明  氏

第1回 　編集委員会（12/3）
内容 ：�ページ担当者、発行スケジュールの

決定
第２回 　編集委員会（12/9）
内容 ：�一般質問ページの原稿読み合わせ

第３回 　編集委員会（12/13）
内容 ：�一般質問ページの修正原稿読み合わ

せ、その他ページのレイアウトと内
容の協議

第４回 　編集委員会（12/19）
内容 ：�一般質問ページ以外の原稿読み合わ

せ、修正・訂正
第５回 　編集委員会（12/26）
内容 ：�印刷業者からの初校を確認・読み合

わせ、修正・訂正

～編集工程の流れ～
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住
田
中
学
生

◦
住
田
の
Ｃ
Ｍ
を
作
ろ
う

◦
猟
師
に
な
る
方
法

◦�

住
田
町
役
場
の
利
用
案

内
図
を
作
る

住
田
高
校
生

◦�

住
田
の
木
造
建
造
物
を

知
っ
て
も
ら
う

◦�

ケ
ガ
予
防
ス
ト
レ
ッ
チ

　
12
月
11
日
、
住
田
中
学

生
と
住
田
高
校
生
に
よ
る

地
域
創
造
学
の「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
報
告
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
の

取
り
組
み
の
ま
と
め
と
振

り
返
り
を
目
的
に
開
催
。

今
回
、ゲ
ス
ト
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
案
内
を
い
た
だ

き
、８
名
の
議
員
が
参
加
。

　
中
高
生
の
柔
ら
か
い
発

想
や
ア
イ
デ
ィ
ア
に
議
員

も
大
い
に
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。

　
岩
手
県
町
村
議
長
会
に

よ
る
「
町
村
議
会
議
員
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
県
下
19
の
町

村
議
会
よ
り
、
70
名
の
議

員
が
一
堂
に
会
し
、
当
議

会
か
ら
は
、４
名
が
出
席
。

　
こ
れ
か
ら
の
議
会
・
議

員
に
何
が
求
め
ら
れ
、
ど

議
会
レ
ポ
ー
ト

△　�中学生が61、高校生が9つのプロジェクト課題を発表

　
議
会
・
議
員
の
役
割
と

　
　
　
　
政
策
提
言
を
考
え
る

第
32
回

町
村
議
会
議
員

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
６
年
10
月
25
日

会
場
　
岩
手
県
自
治
会
館

　
産
業
経
済
常
任
委
員
会

　
佐
々
木
信
一
　
委
員
長

　
菊
池
　
孝
　
　
　
委
員

　
村
上
　
薫
　
　
　
委
員

　
水
野
　
正
勝
　
　
委
員

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課
題

（
一
部
紹
介
）

住田中
住田高 生徒の発表を間近で生徒の発表を間近で
地域創造学「プロジェクト報告会」

派
遣
さ
れ
た
常
任
委
員
会

出
席
議
員

の
よ
う
に
議
会
改
革
に
取

り
組
む
べ
き
か
。
政
策
形

成
機
能
の
充
実
を
図
る
た

め
、
議
会
・
議
員
と
し
て

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
べ
き
な
の
か
を
学
び
ま

し
た
。

①
基
調
講
演

　

�「
議
会
・
議
員
の
役
割

と
政
策
提
言
の
あ
り
方

を
考
え
る
」

　
―「
住
民
自
治
の
根
幹
」

　
　
と
し
て
の
議
会
―

　
大
正
大
学
社
会
共
生
学
部

　
公
共
政
策
学
科

　
教
授  

江
藤　
俊
昭  

氏

◆
講
演
内
容
の
要
点

◦�

新
た
な
議
会
（
住
民
と

歩
む
議
会
）

◦�

最
重
要
は
議
員
全
員
に

よ
る
審
議
。
討
論
や
議

員
間
質
疑
の
充
実
。

◦�

議
会
の
政
策
サ
イ
ク
ル

　

�（
住
民
意
見
を
吸
い
上

げ
、
議
員
間
討
議
を
経

て
、
議
案
審
議
や
政
策

立
案
に
住
民
意
見
を
反

映
さ
せ
る
議
会
活
動
）

②�

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

◦
各
議
会
の
意
見
発
表

　

�

北
部
地
区
１
名
、
県
央

地
区
１
名
、
県
南
地
区

１
名
、
東
部
地
区
１
名

◦
討
論
・
意
見
交
換

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

江
藤　

俊
昭　

氏

　

パ
ネ
リ
ス
ト

　
　

意
見
発
表
者

講
師
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議
会
レ
ポ
ー
ト

― 会議ソフトを実演学習 ―
議会タブレット研修会

　
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

推
進
委
員
会
で
は
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
ソ
フ
ト
の

選
定
と
全
議
員
に
よ
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
操
作
の
実
演
を

目
的
と
し
た
研
修
会
を
３

回
（
３
社
）
に
わ
た
り
、

開
催
。
研
修
会
で
は
、
本

会
議
や
予
算
・
決
算
特
別

委
員
会
を
想
定
し
た
資
料

閲
覧
の
操
作
や
画
面
資
料

へ
の
メ
モ
書
き
の
仕
方
な

ど
を
受
講
し
ま
し
た
。

△ �学童クラブの皆さんの堂々とした踊りに感動。ご一緒
していただき感謝

10/9、10/23、11/11

12
月
19
日　
開
催

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
（
検
討
会
議
）

協
議
内
容

　

・�
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
会

の
振
り
返
り
と
総
括

　

・
端
末
機
種
の
選
定

　

・�

会
議
ソ
フ
ト
や
連
絡

ソ
フ
ト
な
ど
の
選
定

　

・�

導
入
ま
で
の
準
備
工

程
の
確
認

　

12
月
１
日
、
恒
例
の
住
田
町
歳
末
た
す
け
あ
い
芸

能
祭
が
開
催
さ
れ
、
当
議
会
も
参
加
出
演
を
し
ま
し

た
。
演
目
で
は
、
全
員
で
千
昌
夫
さ
ん
の
「
北
国
の

春
」
を
合
唱
。
今
回
は
、
世
田
米
学
童
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
に
「
北
国
の
春
体
操
」
を
曲
に
合
わ
せ
て
踊
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歌
と
踊
り
の
和
や
か
な
共
演

と
な
り
ま
し
た
。

歳末たすけあい芸能祭 連
続
出
演
25
年
目

学
童
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と

　
　
一
緒
に「
北
国
の
春
」
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議
会
レ
ポ
ー
ト

気仙地区議会
国際リニアコライダー
誘致推進議員連盟
総会・研修会

期日：令和６年11月21日
場所：シーパル大船渡
出席：佐々木春一　議長
　　　水野　正勝　副議長
　　　高橋　　靖　議員
　　　村上　　薫　議員
　　　佐々木初雄　議員
　　　荻原　　勝　議員
　　　金野　千津　議員

気仙の持続発展へ
ＩＬＣ誘致実現を

　

高
根
沢
町
議
会
で
は
、

令
和
４
年
６
月
に
議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
調
査
や
検
討
内
容
を

提
言
書
に
ま
と
め
、
改
革

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

期
日

　

令
和
６
年
11
月
14
日

研
修
テ
ー
マ

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み

　

県
南
地
区
町
議
会
議
長

会
（
金
ケ
崎
町
、
西
和
賀

町
、
平
泉
町
、
住
田
町
の

４
議
会
で
構
成
）
で
は
、

栃
木
県
高
根
沢
町
を
視
察

訪
問
。
研
修
会
で
は
、
議

員
の
定
数
と
報
酬
に
係
る

取
り
組
み
や
議
会
報
告
会

に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

全
国
町
村
議
長
会
の
主
催
に
よ
る
全
国
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
７
４
３
町
村
議

会
よ
り
議
長
が
一
堂
に
会
し
、
地
方
が
抱
え

る
課
題
や
現
状
、
あ
る
べ
き
姿
を
共
有
。
町

村
議
会
が
一
致
結
束
し
て
、
果
敢
に
行
動
し

て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
多
く
の
国
会
議

員
が
来
賓
と
し
て
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

第
68
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

令
和
６
年
11
月
13
日　
会
場　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

地
方
の
課
題
を
中
央
へ

　国際リニアコライダーの誘致実現のた
め、大船渡市、陸前高田市、住田町の議
会議員で構成される「気仙地区議会国際
リニアコライダー誘致推進議員連盟」の
総会と研修会が開催されました。ＩＬＣ
に係るこれまでの取り組みや計画の内
容、誘致の現状を学びました。

研修会の演題
ＩＬＣ日本誘致の早期実現と
　　　　　　　地域からの開国
講師

ＩＬＣ事業推進センター　代表
　　　　　岩手県立大学　学長
　　　　　　　鈴木　厚人　氏
内容

１、ＩＬＣとは
２、ＩＬＣ日本の実現に向けて
３、東北ＩＬＣ事業推進センター
　　設立：2020
４、ＩＬＣ日本の国際情勢の変化
５、�先端加速器（ＩＬＣ）技術の社会課

題への貢献
６、ＩＬＣ日本の意思表示を

高根沢町議会を訪問
県南地区町議会議長会
　　　　　　視察研修
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その後

84

利
用
者
の
声

図書室に図書室に
エアコン整備エアコン整備

　エアコンが設置されたことは、
とても大きな喜びです。猛暑が続く
夏場でも涼しい環境で勉強や本読み
ができました。町民の方々も利用し
やすくなったと思います。

松
まつ

田
だ

  千
ち

秋
あき

 さん
（世田米字世田米駅）

質　問

図書室の活用推進
エアコン設置を

　中央公民館図書室の役割をどのよう
に位置づけ、活用を進めていくのか。
エアコンやトイレの整備が必要ではな
いか。

答　弁

利用者と情報を交換
整備を進めたい

　図書室の利用者や図書ボランティア
の方々などとも情報交換をしながら、
整備を進めていきたい。

△ 旧有住中より中央公民館図書室へエアコンが移設整備された

令和６年７月に
図書室にエアコンを整備、
12月にはトイレを改修
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追跡レポート
一般質問その後

　
議
員
が
行
う
質
問
や

提
言
が
、
町
政
に
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中

か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か

追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

追跡レポート
一般質問その後



住
田
町
と
関
わ
っ

た
き
っ
か
け
や
、

そ
の
後
の
活
動
は
。

東
日
本
大
震
災
の

年
に
、
大
学
の
先

輩
が
携
わ
っ
て
い
た
町
内

仮
設
住
宅
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
初
め
て
住
田
町

に
来
ま
し
た
。２
０
１
３
年

か
ら
は
、
仮
設
住
宅
な
ど

で
支
援
活
動
を
し
て
い
た 

邑
サ
ポ
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

活
動
す
る
中
で
感

じ
た
住
田
町
の
魅

力
や
良
さ
の
よ
う
な
も
の

は
あ
り
ま
す
か
。

当
初
は
中
上
・
本

町
・
火
石
の
仮
設

住
宅
で
地
元
公
民
館
の

方
々
と
支
援
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
通
う

私
た
ち
も
お
祭
り
へ
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

団
体
交
流
や
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
で
町
か
ら
相
談
を

受
け
た
り
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
み
ん
な
が

オ
ー
プ
ン
で
「
開
い
て
下

さ
る
こ
と
」
が
こ
の
町
の

良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

住
田
町
を
活
性
化

す
る
た
め
の
視
点

を
伺
い
ま
す
。

町
内
で
は
あ
た
り

前
で
も
、
町
外
か

ら
見
る
と
価
値
が
あ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
震
災
時

に
町
独
自
で
建
設
し
た
木

造
仮
設
住
宅
や
そ
の
震
災

遺
構
と
な
る
イ
コ
ウ
ェ
ル

す
み
た
な
ど
は
、
類
例
が

な
い
価
値
で
あ
り
、
町
の

活
性
化
へ
の
資
源
と
な
り

得
る
と
思
い
ま
す
。

町
や
議
会
に
望
む

こ
と
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

町
内
５
地
区
の
地

区
公
民
館
で
行
わ

れ
て
い
る
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

発
揮
さ
れ
る
住
民
の
「
既

に
あ
る
熱
量
」
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
の
背

中
を
押
す
よ
う
な
、
町
や

議
会
で
あ
り
続
け
て
ほ
し

い
で
す
。

議会を傍聴しよう！

　町議会は誰でも傍聴でき
ます。次の３月議会の予定
は下表のとおり。
　生活改善センター議会棟
の入口から案内に従って傍
聴席へお入りください。

住田テレビ放映住田テレビ放映もどうぞ
　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」でも
ご覧いただけます。
　放映時間は午後６時からです。

３月議会は
日 月 火 水 木 金 土
2/23 24 25 26 27 28 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23
30

24
31
25 26 27 28 29

令和６年12月
議会の傍聴者は
1111人人でした

議案審議

一般質問

　

今
回
は
、
世
田
米
商
店

街
に
（
株
）
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
ハ

ナ
レ
と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
会
社
を
設
立
し
、
東

京
と
住
田
、
２
拠
点
で
活

動
を
し
て
い
る
伊
藤
美
希

子
さ
ん
で
す
。
町
の
魅
力

や
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を

伺
い
ま
し
た
。

挑
戦
す
る
人
を
応
援
す
る
町

伊伊
いい

藤藤
とうとう

美美
み き こみ き こ

希子希子さんさん（世田米字世田米駅）（世田米字世田米駅）

△ 社名ハナレの意味は、母屋に対する離れ、守破離の離、花にナレ△ 社名ハナレの意味は、母屋に対する離れ、守破離の離、花にナレ

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登

場
し
て
い
た
だ
く
企
画

に
な
り
ま
す
。
町
や
議

会
に
対
し
て
の
意
見
、

活
動
を
通
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
想
い
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

QAQ

A

QA

QA

議案審議

予算審査特別委員会

19 　　すみた議会だよりすみた議会だより　18　1888号号
　　令和７年１月17日令和７年１月17日

17



パート

20
将来の夢を語る将来の夢を語る

住
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ

す
み
た

議
会
だ
よ
り

 №
令
和
７
年
１
月
1
7
日
発
行

発
行
／
住
田
町
議
会

編
集
／
広
報
編
集
常
任
委
員
会
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岩
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0192（

46）
2018

h
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s
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m
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a
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.jp
188 　僕は、住田野球スポーツ少年団に入って

いて、ポジションはライトやピッチャーです。
練習は大変だけれど、試合で勝ったりいい
プレーができたりしたときは、とても楽しい
です。将来は、野球選手になってピッ
チャーなどで活躍したいです。

　私の夢は俳優になることです。理由は、
キャラクターの声を演じたり、ドラマに出演
したり、芸能活動をしてみたいと思ったから
です。そして、色々な人に知ってもらえる俳
優になりたいです。そのためにオーディショ
ンに合格できるように頑張りたいです。

あ
こ
が
れ
の
舞
台
へ

ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
活
躍

有住小学校６年

佐
さ さ き
々木　千

ち
尋
ひろ

（上有住字天嶽）

世田米小学校５年

泉
いずみ
　　柊

しゅう
吾
ご

（世田米字畷畑）

コーナーです。コーナーです。

　自薦・他薦も大歓迎。申し　自薦・他薦も大歓迎。申し

込みをお待ちしています。込みをお待ちしています。

　住田町の子どもたちが　住田町の子どもたちが

将来の夢を語る将来の夢を語る
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　12月の一大イベントといえばやっぱりクリスマス！
12月24日、世田米保育園のクリスマス会にお邪魔する
と、いちご組の子どもたちが、「帰ったらお父さんと
お母さんと遊ぶんだよ」と嬉しそうにもらったプレゼ
ントを見せてくれました。可愛いリボンやかっこいい
ジャケットでオシャレをしたりんご組の子どもたちは、
「ホントのサンタさんにはラジコン頼んだよ！」「お人
形来るかな？」と、こちらまでワクワクしてしまうほど、
嬉しそうな笑顔を見せてくれました。
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編集後記
▼あけましておめでとうございます。本年も住田町議会

をよろしくお願いいたします。▼当委員会では、編集方

針「次も読みたくなる身近な広報紙づくり」を掲げ、定

例会終了後1カ月での発行を基本とし、表紙写真と解

説以外の全てを委員会で立案・編集しております。委

員会を５回開催し、各ページの担当者が作成した原稿

を何度も読み合わせ、修正を繰り返し、完成させてい

ます。ご意見ご感想をお寄せいただければ幸いです。

委員長　水 野 正 勝
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